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            ABOUT

新しい現象・新しい機能を追求する　表面・界面電気化学

効率的な再生可能エネルギー生産に直結する電極反応系の開拓に取り組んでいます。ナノ構造電極の新たな材料設計、高精度な電極反応計測、先端的な高感度分光、新規な表面電子移動過程の理論を開拓し、既存のエネルギー変換能の上限を突破する技術開発に取り組んでいます。またこれらにより電子・光・イオンの流れを自在に制御する系を創出し、既存の物質系の性質に縛られないエネルギーの極限利用のための新たな学理を創出します。

研究室紹介動画(2023年版)
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電子移動反応制御

電極表面の構造制御によって効率的なグリーン水素製造を可能とする水電解技術の開発を進めています。複雑な多段階電極反応の鍵となる素過程を選択的に加速する新しい概念に基づく触媒電極を設計し、電極の反応性評価、反応速度論解析、振動分光観測などによってその機能をさらに高めることに取り組んでいます。
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光励起状態制御

物質の励起状態エネルギーを自在に捕捉・濃縮・伝播するナノ構造電極を創出し、従来の光や熱、機械的刺激で誘起させていた化学反応の概念を変革することを目指しています。物質の電子励起状態を極端に長寿命化させる金属・誘電体の規則的ナノ配列構造を量子光学理論に基づき設計・作製し、顕微光学観測、電気化学計測などによって、これまでにない化学反応活性と選択性を見出すことに取り組んでいます。
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イオン伝導制御

電気エネルギーの変換貯蔵に必須となるイオン導電体の抵抗損失を飛躍的に低減する新しい技術開発を進めています。物質のイオン伝導チャンネルの分子・格子振動のエネルギーと空間異方性を量子力学的な相互作用で協調させる場を形成し、有機・無機複合材料調製、電気化学インピーダンス計測、NMR測定、振動分光観測などによってイオン伝導性が飛躍的に向上する系の特徴を明らかにします。
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            	2024-04-03

News
電気化学会第91回大会にてD2の芦󠄀澤大輝さんが優秀学生講演賞を受賞しました。おめでとうございます！賞状


	2024-03-23

News
福島先生が第20回 Honda-Fujishima Prizeを受賞しました。おめでとうございます！


	2024-02-05

News
新分属となったB3の皆さんは、2/8 (木) 13:00 に理学部6号館7階 6-7-06室にお越しください。筆記用具とパソコンの持参をお願いします。


	2024-01-27

News総説・解説・著書
N. Oyamada, H. Minamimoto, T. Fukushima, R. Zhou, K. Murakoshi
"Beyond Single-Molecule Chemistry for Electrified Interfaces using Molecule Polaritons"
Bull. Chem. Soc. Jpn., 97, 2, uoae007 (2024).
DOI: 10.1093/bulcsj/uoae007


	2024-01-01

News
板谷昌輝先生が助教として着任されました。
これからも宜しくお願いします。


	2023-09-30

NewsPublication
T. Fukushima, S. Yoshimitsu, K. Murakoshi
“Unlimiting Ionic Conduction: Manipulating Hydration Dynamics through Vibrational Strong Coupling of Water"
Chem. Sci. 14, 11441-11446 (2023).
DOI: 10.1039/D3SC03364C


	2023-07-12

NewsPublication
T. Fukushima, M. Fukasawa, K. Murakoshi
“Unveiling the Hidden Energy Profiles of the Oxygen Evolution Reaction via Machine Learning Analyses"
J. Phys. Chem. Lett. 14, 30, 6808-6813 (2023).
DOI: 10.1021/acs.jpclett.3c01596


	2023-06-10

News
第37 回ライラックセミナー・第27 回若⼿研究者交流会にてM2の大石希さんがライラックポスター賞を受賞しました。おめでとうございます！賞状


	2023-03-10

News
第3回次世代プラズモニック化学への挑戦にてD3の小山田伸明くんが最優秀学生奨励賞を受賞しました。おめでとうございます！


	2023-02-17

NewsPublication
T. Hayashi, H. Minamimoto, K. Murakoshi
“Understanding Spatial Distributions of Dye Molecules Coupled to Surface Lattice Resonance Mode through Electrochemical Reaction Control"
J. Phys. Chem. Lett. 14, 2268-2276 (2023).
DOI: 10.1021/acs.jpclett.2c03442
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* Invited paper for virtual special issue “Marie-Paule Pileni Festschrift"
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